
(57)【要約】

【課題】必要でないときにはプローブケーブルを露出さ

せない超音波診断装置のプローブケーブル収納装置を提

供することである。

【解決手段】プローブを診断に用いるときは、オペレー

タがプローブケーブル１６を収納室３４の外側に向かっ

て引っ張り、プローブケーブル１６を移動させて錘滑車

４６を上方に引き上げ、鉄片６６と磁石４８との間の磁

力で錘滑車４６を上方位置で固定する。診断が終わった

ときは、オペレータは操作スイッチ３６を押し下げる。

このことでセパレータ５０が下方に押し下げられて、磁

石４８と鉄片６６との間の磁力を遮断し、錘滑車４６は

錘６８に加えられる重力により下方に移動し、それによ

りプローブケーブル１６の途中部分の位置が下方に変位

する。こうしてプローブケーブルが収納室３４の内部に

引き込まれる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 端 が 超 音 波 装 置 本 体 に 接 続 さ れ 他 端 に 超 音 波 プ ロ ー ブ を 有 す る プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 収 納
す る 収 納 室 と 、
前 記 収 納 室 内 に 設 け ら れ た 錘 と 、
前 記 錘 に 加 え ら れ る 重 力 を 前 記 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 引 き 込 み 力 と し て 伝 達 し 、
前 記 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 前 記 収 納 室 内 部 に 引 き 込 む 引 き 込 み 機 構 と 、
前 記 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 引 き 込 み を ロ ッ ク す る 引 き 込 み ロ ッ ク 機 構 と 、
前 記 ロ ッ ク を 解 除 す る ロ ッ ク 解 除 機 構 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 収 納 装 置 に お い て 、
前 記 引 き 込 み 機 構 は 、
前 記 錘 に 加 え ら れ る 重 力 を 前 記 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 途 中 部 分 に 伝 達 し て 前 記 プ ロ ー ブ ケ ー
ブ ル の 途 中 部 分 を 変 位 さ せ 、 前 記 収 納 室 内 に 収 納 さ れ る 前 記 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 長 さ を 増
大 さ せ る 機 構 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 収 納 装 置 に お い て 、
前 記 ロ ッ ク 機 構 は 、
前 記 収 納 室 内 で 錘 が 移 動 す る 移 動 経 路 上 に お い て 錘 を 保 持 し 、 前 記 引 き 込 み 力 の 発 生 を 止
め る 機 構 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 収 納 装 置 に お い て 、
前 記 ロ ッ ク 機 構 は 磁 力 を 用 い て 前 記 錘 を 保 持 す る 機 構 で あ り 、 前 記 ロ ッ ク 解 除 機 構 は 、 前
記 錘 を 保 持 し て い る 磁 力 の 作 用 を 遮 断 す る 機 構 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 の
プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
一 端 が 超 音 波 装 置 本 体 に 接 続 さ れ 他 端 に 超 音 波 プ ロ ー ブ を 有 す る プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 収 納
す る 収 納 室 と 、
前 記 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 前 記 収 納 室 内 に 引 き 込 む 引 き 込 み 力 を 発 生 す る 引 き 込 み 力 発 生 機
構 と 、
前 記 収 納 室 内 へ の 前 記 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 引 き 込 み を 案 内 す る 案 内 手 段 と 、
前 記 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 引 出 量 を 固 定 す る 固 定 手 段 と 、
前 記 引 出 量 の 固 定 を 解 除 す る 解 除 手 段 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
超 音 波 診 断 装 置 は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 素 子 か ら な る プ ロ ー ブ を 用 い て 生 体 組 織 に 超 音 波 を
送 受 信 し 、 そ の エ コ ー 信 号 を 処 理 し て 表 示 す る 装 置 で 、 生 体 組 織 の 分 布 や 構 造 等 を 観 察 す
る た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
プ ロ ー ブ は 、 診 断 対 象 の 体 表 面 に 当 接 あ る い は 体 腔 内 に 挿 入 し て 用 い る こ と が で き る よ う
に 、 超 音 波 診 断 装 置 の 装 置 本 体 か ら プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 用 い て 延 長 さ れ る 。 し た が っ て 、
プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル は 、 先 端 に プ ロ ー ブ を 備 え 、 他 の 一 方 側 で コ ネ ク タ を 介 し 装 置 本 体 に 接
続 さ れ る ケ ー ブ ル で 、 複 数 の 超 音 波 振 動 素 子 と 装 置 本 体 と の 間 の 送 受 信 信 号 線 を 内 蔵 し て
い る 。 そ の 長 さ は 診 断 対 象 ま で の 距 離 に よ る が 、 例 え ば １ ． ５ ～ ２ ｍ 程 度 で 、 内 蔵 す る 信
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号 線 の 数 は 数 百 本 に お よ び 、 太 さ は 例 え ば ２ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
診 断 が 行 わ れ な い と き 、 プ ロ ー ブ は 装 置 本 体 の 操 作 盤 の 脇 等 に 設 け ら れ た プ ロ ー ブ ホ ル ダ
に 架 け て 置 か れ る 。 そ し て プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 自 体 は 、 装 置 本 体 の コ ネ ク タ と プ ロ ー ブ ホ ル
ダ と の 間 で 、 で き な り の 形 で 置 か れ 、 そ の 一 部 は 床 に 接 触 す る 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の よ う に 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル は 装 置 本 体 の 外 側 に 露 出
し て 配 置 さ れ 、 ま た 、 診 断 が 行 わ れ な い と き で も プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 一 部 が 床 に 接 触 し て
置 か れ た 状 態 で あ る 。 し た が っ て 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル に 外 部 か ら 外 力 が か け ら れ て 損 傷 を
受 け る 危 険 が あ る 。 例 え ば 、 床 に 設 置 し て 置 か れ た 状 態 で 操 作 者 の 足 等 で プ ロ ー ブ ケ ー ブ
ル を 踏 み つ け 、 あ る い は 超 音 波 診 断 装 置 を 移 動 す る 際 に 、 そ の キ ャ ス タ 等 で 轢 か れ た り す
る 危 険 が あ る 。 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル は 、 数 百 本 の 信 号 線 を 内 部 に 備 え る た め 、 外 部 か ら の 外
力 を 受 け て 信 号 線 が 損 傷 を 受 け る と 、 診 断 が で き な く な る 他 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 自 体 あ る
い は プ ロ ー ブ １ ２ も 含 め て 交 換 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 か か る 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 し 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 必 要 で な い と き に
は 外 部 に 露 出 さ せ な い 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 は 、
一 端 が 超 音 波 装 置 本 体 に 接 続 さ れ 他 端 に 超 音 波 プ ロ ー ブ を 有 す る プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 収 納
す る 収 納 室 と 、 前 記 収 納 室 内 に 設 け ら れ た 錘 と 、 前 記 錘 に 加 え ら れ る 重 力 を 前 記 プ ロ ー ブ
ケ ー ブ ル の 引 き 込 み 力 と し て 伝 達 し 、 前 記 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 前 記 収 納 室 内 部 に 引 き 込 む
引 き 込 み 機 構 と 、 前 記 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 引 き 込 み を ロ ッ ク す る 引 き 込 み ロ ッ ク 機 構 と 、
前 記 ロ ッ ク を 解 除 す る ロ ッ ク 解 除 機 構 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 構 成 に よ り 、 錘 に 加 え ら れ る 重 力 を 利 用 し て 、 収 納 室 内 部 に プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 引 き
込 む こ と が で き 、 プ ロ ー ブ を 診 断 に 用 い な い と き 等 に は 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 外 部 に 露 出
さ せ な い こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 前 記 引 き 込 み 機 構 は 、 前 記 錘 に 加 え ら れ る 重 力 を 前 記 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 途 中 部 分
に 伝 達 し て 前 記 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 途 中 部 分 を 変 位 さ せ 、 前 記 収 納 室 内 に 収 納 さ れ る 前 記
プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 長 さ を 増 大 さ せ る 機 構 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 前 記 ロ ッ ク 機 構 は 、 前 記 収 納 室 内 で 錘 が 移 動 す る 移 動 経 路 上 に お い て 錘 を 保 持 し 、
前 記 引 き 込 み 力 の 発 生 を 止 め る 機 構 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 前 記 ロ ッ ク 機 構 は 磁 力 を 用 い て 前 記 錘 を 保 持 す る 機 構 で あ り 、 前 記 ロ ッ ク 解 除 機 構
は 、 前 記 錘 を 保 持 し て い る 磁 力 の 作 用 を 遮 断 す る 機 構 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 は 、 一 端 が 超 音 波 装 置 本
体 に 接 続 さ れ 他 端 に 超 音 波 プ ロ ー ブ を 有 す る プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 収 納 す る 収 納 室 と 、 前 記
プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 前 記 収 納 室 内 に 引 き 込 む 引 き 込 み 力 を 発 生 す る 引 き 込 み 力 発 生 機 構 と
、 前 記 収 納 室 内 へ の 前 記 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 引 き 込 み を 案 内 す る 案 内 手 段 と 、 前 記 プ ロ ー
ブ ケ ー ブ ル の 引 出 量 を 固 定 す る 固 定 手 段 と 、 前 記 引 出 量 の 固 定 を 解 除 す る 解 除 手 段 と 、 を
備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
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以 下 に 図 面 を 用 い て 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に つ き 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 が 適
用 さ れ る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ と 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 ３ ２ と の 関 係 を 示 す 図 で あ る
。 図 に お い て 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 ３ ２ と プ ロ ー ブ １ ２ 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ は
実 線 で 示 し 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 装 置 本 体 １ ４ に お け る 他 の 構 成 部 分 は 一 点 鎖 線 で 示 し
て あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 ３ ２ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 操 作 盤 ２ ０ の 下 部 前 方 に お け る
ス ペ ー ス の 位 置 に 配 置 さ れ 、 図 に お い て は 、 収 納 室 ３ ４ と 、 操 作 ス イ ッ チ ３ ６ が 示 さ れ て
い る 。 診 断 が 行 わ れ て い な い 状 態 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ は 実 線 で 示 さ れ る よ う に 、 プ ロ
ー ブ ホ ル ダ ２ ２ に 架 け ら れ た プ ロ ー ブ １ ２ 付 近 の ご く 短 い 長 さ の 部 分 を 除 い て 収 納 室 ３ ４
に 引 き 込 ま れ て い る 。 診 断 が 行 わ れ る と き は 、 プ ロ ー ブ １ ２ を 診 断 対 象 の 生 体 ま で 移 動 さ
せ る の に 必 要 な 長 さ 分 が 、 二 点 鎖 線 で 示 さ れ る よ う に 、 収 納 室 ３ ４ よ り 引 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ は 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 ３ ２ の 内 部 構 造 図 で あ る 。 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置
３ ２ は 、 直 方 体 の 収 納 室 ３ ４ の 内 部 に プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ を 錘 に 加 え ら れ る 重 力 を 利 用
し て 引 き 込 む 機 構 を 備 え た 装 置 で あ る 。 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ は 、 そ の 一 端 が レ セ プ タ ク
ル を 介 し て コ ネ ク タ １ ８ に 接 続 さ れ 、 他 端 の プ ロ ー ブ 側 は 収 納 室 ３ ４ の 外 に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 ３ ２ は 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ を 案 内 す る ２ 個 の 案 内 滑 車 ４ ０
， ４ ２ 、 案 内 ス リ ー ブ ４ ４ 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ の 途 中 に 設 け ら れ た 錘 滑 車 ４ ６ 、 錘 滑
車 ４ ６ の 動 き を 止 め る 磁 石 ４ ８ 、 磁 石 ４ ８ と 錘 滑 車 ４ ６ と の 間 を 分 離 す る セ パ レ ー タ ５ ０
と 、 錘 滑 車 ４ ６ の 直 下 に 設 け ら れ た ク ッ シ ョ ン ５ ２ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
２ 個 の 案 内 滑 車 ４ ０ ， ４ ２ は 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ を 案 内 す る 案 内 手 段 と し て の 機 能 を
有 す る 回 転 中 心 が 固 定 の 滑 車 で あ る 。 案 内 滑 車 ４ ０ ， ４ ２ は 、 例 え ば 円 筒 ６ ０ の 中 心 穴 に
回 転 軸 ６ ２ を 通 し 、 そ の 回 転 軸 の 両 端 を 吊 り 金 具 ６ ４ で 支 持 し 、 吊 り 金 具 ６ ４ を 収 納 室 ３
４ の 内 壁 面 に 固 定 す る こ と で 得 る こ と が で き る 。 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ は 、 円 筒 ６ ０ の 外
周 面 を す べ る こ と で 案 内 滑 車 ４ ０ ， ４ ２ の 高 さ に 保 持 さ れ つ つ 移 動 可 能 に 案 内 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
案 内 ス リ ー ブ ４ ４ は 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ を 通 す 案 内 穴 を 有 し 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６
を 収 納 室 ３ ４ か ら 外 部 に 引 き 出 す 際 の 案 内 手 段 と し て の 機 能 を 有 す る 部 材 で あ る 。 案 内 ス
リ ー ブ ４ ４ は 、 収 納 室 ３ ４ の 内 壁 面 に 取 り 付 け ら れ る 。 案 内 ス リ ー ブ ４ ４ は 、 筒 状 の 案 内
ブ ッ シ ュ 、 あ る い は 内 部 に 摩 擦 材 を 貼 り 付 け た 摩 擦 ガ イ ド で も よ い 。 ま た 、 プ ロ ー ブ ケ ー
ブ ル １ ６ を 挟 む 状 態 と フ リ ー に す る 状 態 に 可 変 で き る 摩 擦 挟 み 機 構 と 、 摩 擦 挟 み 機 構 を 制
御 す る ラ チ ェ ッ ト 機 構 と を 内 蔵 し 、 通 常 は ラ チ ェ ッ ト 機 構 が 働 い て 摩 擦 挟 み 機 構 が プ ロ ー
ブ ケ ー ブ ル １ ６ の 動 き を 摩 擦 で 挟 ん で 固 定 し 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ を 収 納 室 ３ ４ の 外 側
に 向 け て 適 当 量 引 っ 張 る こ と で ラ チ ェ ッ ト 機 構 が 外 れ て 摩 擦 挟 み 機 構 を 解 除 し 、 プ ロ ー ブ
ケ ー ブ ル １ ６ の 動 き を フ リ ー と す る も の で も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
錘 滑 車 ４ ６ は 、 ２ 個 の 案 内 滑 車 ４ ０ ， ４ ２ の 高 さ に 案 内 さ れ て い る プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６
の 途 中 部 分 に 設 け ら れ 、 錘 に 加 え ら れ る 重 力 を プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ に 伝 達 す る 機 能 を 有
す る 部 材 で あ る 。 錘 滑 車 ４ ６ は 、 案 内 滑 車 と 同 様 な 円 筒 ６ ０ と 、 回 転 軸 ６ ２ を 有 し 、 連 結
金 具 ６ ４ に よ っ て 回 転 軸 の 両 端 が 支 持 さ れ る 。 さ ら に 、 連 結 金 具 ６ ４ の 脚 部 分 は 回 転 軸 の
支 持 部 か ら 先 に 延 び て 錘 ６ ８ を 支 持 す る 。 ま た 、 連 結 金 具 ６ ４ の 反 対 側 に お い て 鉄 片 ６ ６
を 備 え る 。 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ は 、 円 筒 ６ ０ の 外 周 と 錘 ６ ８ と の 間 で 滑 り な が ら 案 内 さ
れ 、 錘 ６ ８ に 加 え ら れ る 重 力 に よ り 錘 滑 車 ４ ６ が 移 動 す る 移 動 経 路 方 向 に 変 位 し 、 収 納 室
３ ４ の 内 部 に 収 納 さ れ る 部 分 の 長 さ を 増 大 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
収 納 室 ３ ４ の 内 壁 面 に 固 定 さ れ た 磁 石 ４ ８ と 、 鉄 片 ６ ６ は 、 錘 滑 車 ４ ６ が 移 動 す る 移 動 経
路 を 上 昇 し て 磁 石 ４ ８ に 近 接 し た と き 、 磁 石 ４ ８ と 鉄 片 ６ ６ と の 間 の 磁 力 に よ り 錘 滑 車 ４
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６ を 保 持 す る ロ ッ ク 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
セ パ レ ー タ ５ ０ は 、 磁 石 ４ ８ と 鉄 片 ６ ６ と の 間 の 磁 力 の 作 用 を 遮 断 す る 分 離 機 構 で 、 操 作
ス イ ッ チ ３ ６ と 組 合 せ て 錘 滑 車 ４ ６ の ロ ッ ク を 解 除 す る 解 除 機 能 を 有 す る 。 例 え ば 、 非 磁
性 体 か ら な る 略 矩 形 の 枠 体 の 一 辺 を 磁 石 ４ ８ と 鉄 片 ６ ６ と の 間 に 配 置 し 、 枠 体 を 移 動 さ せ
て 磁 石 ４ ８ と 鉄 片 ６ ６ と の 間 隔 を 広 げ 、 磁 力 の 作 用 を 遮 断 す る 機 構 を 用 い る こ と が で き る
。 ま た 、 枠 体 の 移 動 は 、 例 え ば 移 動 の ガ イ ド 機 構 と バ ネ 等 の 復 元 力 機 構 と を 用 い 、 枠 体 上
方 に 取 付 け ら れ た 操 作 ス イ ッ チ ３ ６ を 押 し 下 げ 、 連 動 し て 枠 体 を 下 方 に 押 し 下 げ る こ と で
行 う こ と が で き る 。 こ れ 以 外 の 分 離 機 構 、 例 え ば 磁 石 に 電 磁 石 を 用 い 、 励 磁 電 流 を 切 断 す
る こ と に よ り 分 離 を 行 う こ と も で き る 。 あ る い は 、 電 動 プ ラ ン ジ ャ 機 構 で 枠 体 を 移 動 さ せ
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ク ッ シ ョ ン ５ ２ は 、 錘 滑 車 ４ ６ が 下 方 に 移 動 し た と き に 、 収 納 室 ３ ４ の 床 面 に 接 触 す る と
き の 衝 撃 を 緩 和 す る 機 能 を 有 す る 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ２ に 示 す 構 造 の 収 納 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 。 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 診 断 が 行 わ れ て い
な い と き は 、 図 示 さ れ て い な い プ ロ ー ブ は 収 納 室 ３ ４ の 外 の プ ロ ー ブ ホ ル ダ ２ ２ に 置 か れ
て い る 。 こ の と き 、 錘 滑 車 ４ ６ は 、 錘 ６ ８ に 加 え ら れ る 重 力 に よ り 移 動 す る 移 動 経 路 の 下
方 の 位 置 、 例 え ば ク ッ シ ョ ン ５ ２ に よ り 止 め ら れ た 位 置 に 静 止 し て い る 。 し た が っ て 、 プ
ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ は 、 コ ネ ク タ １ ８ か ら 始 ま っ て 案 内 滑 車 ４ ０ の 高 さ 位 置 に 保 持 さ れ た
の ち 、 錘 滑 車 ４ ６ の 静 止 位 置 ま で 下 方 に 下 が り 、 再 び 案 内 滑 車 ４ ２ の 高 さ 位 置 に 持 ち 上 げ
ら れ 、 案 内 ス リ ー ブ ４ ４ を 経 て 収 納 室 ３ ４ の 外 部 に 出 る 。 例 え ば 、 案 内 滑 車 ４ ０ ， ４ ２ の
高 さ 位 置 と 、 錘 滑 車 ４ ６ の 静 止 位 置 の 差 が ７ ５ ｃ ｍ と し た と き 、 お よ そ １ ． ５ ｍ の 長 さ 部
分 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ が 収 納 室 ３ ４ の 内 部 に 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 プ ロ ー ブ を 診 断 に 用 い る と き は 、 オ ペ レ ー タ が プ ロ ー ブ あ る い は プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル
１ ６ を 収 納 室 ３ ４ の 外 側 に 向 か っ て 引 っ 張 る 。 こ の こ と で 案 内 ス リ ー ブ ４ ４ 、 案 内 滑 車 ４
２ を 介 し て 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ が 錘 滑 車 ４ ６ を 上 方 に 引 き 上 げ る 。 そ し て 錘 滑 車 ４ ６
が 磁 石 ４ ８ の 磁 力 範 囲 に ま で 引 き 上 げ ら れ る と 、 鉄 片 ６ ６ と 磁 石 ４ ８ と の 間 の 磁 力 に よ り
、 錘 滑 車 ４ ６ が 上 方 位 置 で 固 定 さ れ る 。 こ の と き に は 錘 ６ ８ に 加 え ら れ る 重 力 に よ る プ ロ
ー ブ ケ ー ブ ル の 引 き 込 み 力 の 発 生 が 止 め ら れ 、 オ ペ レ ー タ が プ ロ ー ブ あ る い は プ ロ ー ブ ケ
ー ブ ル １ ６ を 離 し て も 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ は 収 納 室 内 に 戻 る こ と は な く 、 プ ロ ー ブ を
自 由 に 引 き 回 し て 診 断 に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
診 断 が 終 わ っ た と き は 、 オ ペ レ ー タ は プ ロ ー ブ １ ２ を プ ロ ー ブ ホ ル ダ ２ ２ に 置 い た 後 、 操
作 盤 上 の 操 作 ス イ ッ チ ３ ６ を 押 し 下 げ る 。 こ の こ と で セ パ レ ー タ ５ ０ が 下 方 に 押 し 下 げ ら
れ て 、 磁 石 ４ ８ と 鉄 片 ６ ６ と の 間 の 磁 力 を 遮 断 し 、 錘 滑 車 ４ ６ は 錘 ６ ８ に 加 え ら れ る 重 力
に よ り 下 方 に 移 動 す る 。 こ の 錘 滑 車 ４ ６ の 下 方 へ の 移 動 に よ り 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ は
案 内 滑 車 ４ ２ ， ４ ０ の 高 さ に 案 内 さ れ な が ら 、 錘 滑 車 ４ ６ と 接 触 す る 途 中 部 分 の 位 置 が 下
方 に 変 位 す る 。 こ う し て 錘 滑 車 ４ ６ が 例 え ば ク ッ シ ョ ン ５ ２ の 位 置 で 静 止 し 、 プ ロ ー ブ ケ
ー ブ ル は お よ そ １ ． ５ ｍ の 長 さ 分 、 収 納 室 ３ ４ の 内 部 に 引 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 上 記 の よ う に 、 案 内 ス リ ー ブ ４ ４ に 適 当 な 摩 擦 保 持 機 能 あ る い は ラ チ ェ ッ ト 機 能 を
持 た せ 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ を 任 意 の 引 き 出 し 長 さ の ま ま で 保 持 す る こ と に し て も よ い
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ３ は 、 他 の 実 施 の 形 態 に お け る プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 ８ ０ の 内 部 構 造 図 で あ る 。 図
１ 、 図 ２ と 同 様 な 要 素 に つ い て は 同 じ 符 号 を 付 し 説 明 を 省 略 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 の プ ロ
ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 ８ ０ は 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ を 巻 取 る ド ラ ム ８ ２ と 、 ド ラ ム ８ ２
を 回 転 す る モ ー タ ８ ４ と 、 モ ー タ の 動 作 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ ８ ６ と 、 コ ン ト ロ ー ラ ８
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６ に 接 続 さ れ る 操 作 信 号 線 ８ ８ と 、 操 作 ス イ ッ チ ９ ０ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ド ラ ム ８ ２ は 、 図 ４ に そ の 側 面 図 を 示 す よ う に 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ の 外 径 に 適 合 し た
ら せ ん 溝 ８ ３ を 有 す る ケ ー ブ ル 巻 取 り ド ラ ム で あ る 。 ド ラ ム ８ ２ に 設 け ら れ た ら せ ん 溝 ８
３ の ら せ ん 円 の 直 径 お よ び ら せ ん 溝 ８ ３ の ピ ッ チ は 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ に 与 え る 応 力
を 考 慮 し て で き る だ け 大 き く す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ の 外 径
を お よ そ ２ ０ ｍ ｍ と し て 、 ら せ ん 円 の 直 径 は ２ ０ ｃ ｍ 程 度 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
モ ー タ ８ ４ は 、 ド ラ ム ８ ２ と 直 結 あ る い は ベ ル ト 等 の 伝 動 機 構 を 用 い て ド ラ ム ８ ２ を 回 転
さ せ 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ の 引 き 込 み 力 を 発 生 す る 手 段 と し て の 機 能 を 有 す る 駆 動 源 で
あ る 。 コ ン ト ロ ー ラ ８ ６ は 、 モ ー タ ８ ４ の 動 作 を 制 御 す る 電 子 回 路 で 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル
の 引 き 出 し 量 を 固 定 し あ る い は そ の 固 定 を 解 除 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
操 作 ス イ ッ チ ９ ０ は 、 オ ペ レ ー タ が モ ー タ ８ ４ の 動 作 を コ ン ト ロ ー ル す る ス イ ッ チ で あ る
。 例 え ば 操 作 ス イ ッ チ ９ ０ を 、 収 納 指 示 ボ タ ン と 繰 り 出 し 指 示 ボ タ ン で 構 成 し 、 そ の ボ タ
ン の 操 作 に 従 っ て コ ン ト ロ ー ラ ８ ６ が モ ー タ ８ ４ の 動 作 を 制 御 で き る 。 例 え ば 、 収 納 指 示
ボ タ ン を 押 し て い る 間 は プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ を 収 納 室 ３ ４ の 内 部 に 収 納 す る 方 向 に モ ー
タ ８ ４ を 回 転 さ せ 、 繰 り 出 し 指 示 ボ タ ン を 押 し て い る 間 は プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ を 収 納 室
３ ４ か ら 外 部 に 繰 り 出 す 方 向 に モ ー タ ８ ４ を 回 転 さ せ 、 い ず れ の ボ タ ン も 押 し て い な い と
き は モ ー タ ８ ４ を 停 止 さ せ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ３ に 示 す 構 造 の 収 納 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 。 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 診 断 が 行 わ れ て い
な い と き は 、 図 示 さ れ て い な い プ ロ ー ブ は 収 納 室 ３ ４ の 外 の プ ロ ー ブ ホ ル ダ ２ ２ に 置 か れ
て い て 、 余 分 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ は ド ラ ム ８ ２ の ら せ ん 溝 ８ ３ に 沿 っ て 巻 取 ら れ て い
る 。 次 に 、 プ ロ ー ブ を 診 断 に 用 い る と き は 、 オ ペ レ ー タ が 操 作 ス イ ッ チ ９ ０ の 操 作 に よ り
プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ の 繰 り 出 し 指 示 を 行 う 。 例 え ば 、 繰 り 出 し 指 示 ボ タ ン を 押 し つ つ プ
ロ ー ブ ま た は プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ を 引 き 出 し 、 適 当 な 長 さ の 分 が 収 納 室 の 外 部 に 繰 り 出
さ れ た と こ ろ で 繰 り 出 し 指 示 ボ タ ン を 押 す の を 止 め る 。 こ の よ う に し て 診 断 に 必 要 な 長 さ
分 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ の 繰 り 出 し が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
診 断 が 終 わ っ た と き は 、 オ ペ レ ー タ は プ ロ ー ブ １ ２ を プ ロ ー ブ ホ ル ダ ２ ２ に 置 い た 後 、 操
作 盤 上 の 操 作 ス イ ッ チ ９ ０ を 操 作 し て 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ の 収 納 指 示 を 行 う 。 例 え ば
収 納 指 示 ボ タ ン を 押 し つ つ プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ の 引 き 込 み 具 合 を 見 て 、 適 当 な と こ ろ で
収 納 指 示 ボ タ ン を 押 す の を 止 め る 。 こ の よ う に し て 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ６ を 収 納 室 ３ ４
の 内 部 に 収 納 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
上 記 説 明 で は 、 ボ タ ン を 押 し て い る 間 モ ー タ の 回 転 を さ せ る こ と と し た が 、 他 の 方 法 、 例
え ば タ イ マ ー 等 を 用 い て 、 一 回 ス イ ッ チ を 押 せ ば 所 定 量 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 繰 り 出 し 、 あ
る い は 収 納 す る も の と し て も よ い 。 ま た 、 エ ン ド セ ン サ 等 を 用 い て 、 繰 り 出 し あ る い は 収
納 の 限 度 を 検 出 し て 自 動 的 に モ ー タ の 回 転 を 停 止 す る よ う に し て も よ い 。 さ ら に 、 モ ー タ
の 停 止 時 の 回 転 抵 抗 を 少 な く し て 、 モ ー タ の 駆 動 を プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 巻 取 り 方 向 の み に
用 い 、 繰 り 出 し は オ ペ レ ー タ が プ ロ ー ブ ま た は プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 手 で 任 意 量 引 き 出 す こ
と と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 に よ れ ば 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を
必 要 で な い と き に は 外 部 に 露 出 さ せ な い こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お け る プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 の 超 音 波 診 断 装 置 に
お け る 位 置 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お け る プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 の 内 部 構 造 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 他 の 実 施 の 形 態 に お け る プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 の 内 部 構 造 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 巻 取 る ド ラ ム の 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置 、 １ ２ 　 プ ロ ー ブ （ 超 音 波 プ ロ ー ブ ） 、 １ ４ 　 装 置 本 体 （ 超 音 波 装
置 本 体 ） 、 １ ６ 　 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 、 １ ８ 　 コ ネ ク タ 、 ２ ０ 　 操 作 盤 、 ３ ２ ， ８ ０ 　 プ ロ
ー ブ ケ ー ブ ル 収 納 装 置 、 ３ ４ 　 収 納 室 、 ３ ６ ， ９ ０ 　 操 作 ス イ ッ チ 、 ４ ０ ， ４ ２ 　 案 内 滑
車 、 ４ ４ 　 案 内 ス リ ー ブ （ 案 内 手 段 ） 、 ４ ６ 　 錘 滑 車 、 ４ ８ 　 磁 石 、 ５ ０ 　 セ パ レ ー タ 、
６ ６ 　 鉄 片 、 ６ ８ 　 錘 、 ８ ２ 　 ド ラ ム 、 ８ ４ 　 モ ー タ （ 引 き 込 み 力 発 生 機 構 ） 、 ８ ６ 　 コ
ン ト ロ ー ラ 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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